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岩手県職労



佐
々
木
ゆ
み
こ

　

釜
石
・
気
仙
・
宮
古
支
部

は
、
３
支
部
合
同
の
「
沿
岸
３

支
部
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る

要
求
書
」
を
作
成
の
う
え
、
１

月
31
日
に
、
森
達
也
沿
岸
広
域

振
興
局
長
へ
要
求
書
を
提
出
。

要
求
に
対
す
る
回
答
に
向
け

て
、
交
渉
を
行
っ
た
。

　

釜
石
支
部
小
原
大
支
部
長

（
水
産
部
分
会
）
・
気
仙
支
部

昆
悦
朗
支
部
長
（
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
分
会
）
・
宮
古

支
部
口
岩
喜
幸
支
部
長
（
土

木
セ
ン
タ
ー
分
会
）
が
出
席
し
、

職
場
実
態
を
訴
え
た
。

　

口
岩
宮
古
支
部
長
は
、
「
合

庁
の
暖
房
が
故
障
す
る
頻
度
が

高
く
寒
い
。
公
舎
に
エ
ア
コ
ン

が
な
く
、
夏
は
仕
事
を
終
え
て

帰
っ
て
も
、
心
身
を
休
め
る
場

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋
が
ら
ず
、

公
用
車
や
会
議
室
の
予
約
・
確

認
な
ど
業
務
に
支
障
が
出
て
い

る
の
で
、
通
信
の
改
善
を
お
願

い
し
た
い
。
」
な
ど
庁
舎
や
公

舎
の
環
境
に
つ
い
て
改
善
を
求

め
た
。

　

昆
気
仙
支
部
長
は
、
「
公
舎

の
水
道
管
が
漏
水
し
、
そ
の
漏

水
費
用
を
住
ん
で
い
る
職
員
が

半
年
以
上
負
担
し
て
い
る
。
早

急
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
職

員
負
担
が
続
い
て
い
る
現
状
の

改
善
を
求
め
た
。

　

小
原
釜
石
支
部
長
は
「
庁
舎

の
駐
車
場
が
狭
い
こ
と
は
震
災

前
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
昨
年

の
庁
舎
改
修
の
際
に
公
用
車
置

き
場
で
借
り
た
土
地
を
連
合
釜

石
遠
野
地
協
を
通
じ
て
三
浦
一

泰
釜
石
市
議
会
議
員
に
地
域
課

題
と
し
て
釜
石
市
へ
要
望
し
、

県
へ
貸
す
よ
う
伝
え
て
い
る
」

と
当
局
に
改
善
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
空
気
清
浄
機

を
設
置
す
る
こ
と
、
気
仙
支
部

の
仮
設
庁
舎
撤
去
と
集
約
人
員

の
執
務
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め

大
会
議
室
が
利
用
で
き
な
く
な

り
、
こ
れ
に
対
し
て
の
代
替
措

置
は
な
く
、
周
辺
公
民
館
等
の

有
料
で
の
利
用
を
勧
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
執
務
環
境
の
改
善

と
会
議･

研
修
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
を
求
め
た
。

　

森
局
長
は
、
組
合
の
要
求
に

対
し
て
理
解
を
示
し
、
「
公
舎

の
整
備
は
大
事
だ
と
考
え
て
お

り
、
エ
ア
コ
ン
の
整
備
な
ど
改

善
を
求
め
て
い
き
た
い
。
公
舎

の
水
道
料
金
の
自
己
負
担
は
、

何
と
か
出
来
な
い
か
調
整
を
図

り
た
い
」
と
関
係
各
部
と
の
調

整
を
図
っ
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
そ
の
他
の
要
求
内
容

も
指
定
日
ま
で
に
回
答
を
す
る

旨
考
え
が
示
さ
れ
た
。

 

ま
た
、
局
長
か
ら
、
互
い
に

　

２
月
27
日
告
示
・
３
月
６
日
投
開
票
の
奥
州
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
岩
教
組
役
員
や
連
合
岩
手
副
事
務
局
長
な
ど
歴

任
し
た
「
佐
々
木
ゆ
み
こ
」
さ
ん
を
推
薦
決
定
し
、
組
合
員
・

御
家
族
へ
の
支
持
拡
大
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
力
で
働
く
者
の
代
表
を
議
会
へ
送
り

だ
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
31
日
、
当
局
は
県
職
労

に
対
し
て
、
２
月
県
議
会
に
提

案
す
る
条
例
概
要
を
事
前
に
提

示
し
た
。
県
議
会
で
可
決
さ
れ

れ
ば
、
今
年
４
月
１
日
施
行
と

な
る
。
精
神
保
健
福
祉
業
務
手

当
の
引
上
げ
は
、
12
月
15
日
保

健
所
協
議
会
・
保
健
福
祉
部
交

渉
で
確
認
し
た
方
向
に
応
え
た

改
善
と
な
っ
て
い
る
。

①
精
神
保
健
福
祉
業
務
手
当
改
善

　

保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
精
神
障
が
い
者
の
緊

急
対
応
や
相
談
指
導
に
従
事
す

る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
特
殊
勤

務
手
当
で
あ
り
、
主
に
保
健
師

等
が
支
給
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
１
９
９
９
年
以
降
改
善
さ

れ
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
精
神
障

が
い
者
対
応
の
業
務
困
難
度
に

比
し
て
著
し
く
低
い
こ
と
か

ら
、
県
職
労
と
し
て
引
上
げ
を

要
求
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

改
定
内
容
は
表
の
と
お
り
。
日

額
６
１
０
円
（
＋
３
２
０
円
）

に
改
善
さ
れ
る
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
で
保
健
所
職
場
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
一
層
の

処
遇
改
善
は
待
っ
た
な
し
だ
。

保
健
所
協
議
会
で
は
継
続
し
て
処

遇
改
善
を
要
求
し
続
け
て
い
く
。

②
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
育
児
休
業
等
要
件
の
緩
和

　

会
計
年
度
任
用
職
員
が
育
児

休
業
・
部
分
休
業
を
取
得
す
る

場
合
、
現
在
は
「
引
き
続
き
在

職
し
た
期
間
が
１
年
以
上
で
あ

る
」
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い

る
。
育
児
の
両
立
支
援
の
観
点

か
ら
、
こ
の
在
職
要
件
が
撤
廃

（
在
職
１
年
以
上
で
な
く
と
も

育
児
休
業
・
部
分
休
業
が
取
得

で
き
る
）さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

取
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
の

は
改
善
だ
が
、
安
心
し
て
取
得

す
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
維
持

が
重
要
だ
。
権
利
が
行
使
で
き

る
よ
う
改
善
を
求
め
て
い
く
。

▲セミナー参加者で記念撮影▲セミナー参加者で記念撮影

▲帰り道に冷たいソフトクリームを堪能▲帰り道に冷たいソフトクリームを堪能

県
本
部
青
年
部
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
及
び

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催

県
職
労
か
ら
も
８
名
が
参
加

日
頃
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
‼

▲労働条件の改善を求め交渉する交渉団（左）▲労働条件の改善を求め交渉する交渉団（左）

▲スポーツ交流会でスノーボードを楽しむ参加者▲スポーツ交流会でスノーボードを楽しむ参加者

▲森沿岸局長（左）に要求書を手渡す口岩宮古支部長、
　昆気仙支部長、小原釜石支部長（右から）
▲森沿岸局長（左）に要求書を手渡す口岩宮古支部長、
　昆気仙支部長、小原釜石支部長（右から）

良
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
、

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
職
員
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
よ

う
、
要
請
が
あ
っ
た
。
回
答
は

２
月
25
日
を
予
定
。

　

沿
岸
３
支
部
は
引
き
続
き
、

組
合
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
改
善
を
求
め
て
い
く
。
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３
支
部
合
同
沿
岸
局
長
交
渉

岩　　　手　　　県　　　職　　　労

　

２
月
５
日
、
県
本
部
青
年
部

女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
県
内
５
単
組
、
24
人

（
う
ち
３
人
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
）。

県
職
労
か
ら
も
８
人
が
現
地
参

加
し
、
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
組
合

の
学
習
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
や
温
泉
入
浴
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
な
ぜ
青
年

女
性
が
労
働
運
動
に
取
り
組
む

の
か
」
と
題
し
、
自
治
労
本
部

青
年
部
長
小
原
奈
穂
美
さ
ん
か

ら
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
講
演

で
は
「
組
合
に
は
正
解
が
な
い

た
め
自
分
が
素
直
に
思
っ
て
い

る
こ
と
を
話
し
な
が
ら
、
な
ぜ

そ
う
思
う
の
か
を
考
え
合
う
こ

と
が
必
要
」
と
の
話
が
さ
れ
た
。

更
に
、
政
治
の
話
に
も
触
れ
、

「
自
治
労
と
し
て
組
織
内
議
員

を
出
し
、
改
善
に
向
け
て
一
緒

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」
と

の
話
も
出
さ
れ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
は
初
対
面

や
、
初
め
て
ボ
ー
ド
に
挑
戦
す

る
人
も
い
た
が
、
助
け
合
い
な

が
ら
、
仲
良
く
交
流
を
行
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

温
泉
入
浴
を
し
た
仲
間
は

「
白
樺
の
湯
」
で
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
、
ふ
う
せ
つ
花
と
い
う
お

豆
腐
屋
さ
ん
で
お
土
産
を
購
入
。

帰
り
道
に
見
つ
け
た
ノ
レ
グ
レ

ッ
ト
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
、
普
段
の
仕
事
を
忘
れ
て
ゆ

っ
く
り
で
き
た
と
の
こ
と
。

　

情
勢
次
第
だ
が
、
今
後
も
多

く
の
仲
間
と
交
流
で
き
る
よ
う
、

仲
間
を
誘
い
合
い
な
が
ら
様
々

な
活
動
に
参
加
し
よ
う
。

引上げへ
精神保健福祉
業務手当
会計年度職員・育休要件の緩和も

保
健
所

【改正前】
日額290円

【改正後】
日額610円
（＋320円）

表

速
や
か
に
対
応
す
る

釜
石
・
気
仙
・
宮
古
支
部
／
沿
岸
広
域
局
長
に
要
求
書
提
出
・
交
渉

佐々木　ゆみこ
（58歳・新人・無所属・岩教組出身）

奥
州
市
議
選

予
定
候
補
者

「
職
場
環
境
・
公
舎
問
題
」

▼詳しくはこちら


